
















　氏　名	 	 　　所属・専攻	 	 	 	 	研究分担
石黒立人	 愛知県埋蔵文化財センター・考古学	 	 東海地方の弥生集落
扇崎　由	 岡山市埋蔵文化財センター・考古学	 	 山陽地方の弥生集落
　　　　　　　（現岡山市教育委員会）
小澤佳憲	 福岡県教育委員会・考古学	 	 	 九州地方の弥生集落
小林青樹　　	國學院大學栃木短期大學文学部・考古学	 	 関東地方の弥生集落
柴田昌児	 愛媛県埋蔵文化財調査センター・考古学	 	 四国地方の弥生集落
設楽博己	 駒澤大学文学部・考古学	 	 	 	 関東地方の弥生集落
濵田竜彦	 鳥取県教育委員会・考古学	 	 	 山陰地方の弥生集落
安　英樹 	 石川県埋蔵文化財センター・考古学 	 	 北陸地方の弥生集落







西本豊弘	 本館研究部・考古学	 	 	 	 GIS, 縄文時代の集落
広瀬和雄	 本館研究部・考古学	 	 	 	 弥生時代の集落
◎藤尾慎一郎	 本館研究部・考古学	 	 	 	 研究総括
小林謙一	 本館研究部・考古学（現中央大学文学部）	 	 縄文時代の集落




	 	 	 	 	 	 	 	 平成 17 年 5 月 15 日
金田章裕	 京都大学文学部（現人間文化研究機構）	 	 平成 18 年 7 月 15 日
森下英治	 香川県埋蔵文化財センター　	 	 	 平成 18 年 11 月 2 日
寺前直人	 大阪大学構内遺跡調査室　	 	 	 平成 19 年 3 月 24 日
安藤広道	 慶應義塾大学文学部　	 	 	 	 平成 19 年 9 月 24 日
藤田弘夫	 慶應義塾大学社会学部　	 	 	 	 平成 19 年 7 月 28 日
山崎頼人	 小郡市埋蔵文化財センター　	 	 	 平成 19 年 10 月 7 日
高尾浩二	 鳥取県埋蔵文化財センター　	 	 	 平成 19 年 11 月 18 日
【報告書抄録委員】
　氏　名	 　　　所　　　　　　属	 	 	 	 　担当地域
長沼　孝	 北海道教育委員会文化課	 	 	 	 北海道
阿部明義	 北海道教育委員会文化課	 	 	 	 北海道
石川　朗	 釧路市埋蔵文化財センター　　　　　	 	 北海道
中村哲也	 青森県埋蔵文化財調査センター	 	 	 青森
永嶋　豊	 青森県埋蔵文化財調査センター	 	 	 青森
武藤祐裕	 秋田県埋蔵文化財センター北調査課	 	 秋田
小林圭一	 山形県埋蔵文化財センター	 	 	 山形
金子昭彦	 岩手県埋蔵文化財センター	 	 	 岩手
相原淳一	 宮城県教育庁文化財保護課	 	 	 宮城
福島雅義	 （財）福島県埋蔵文化財センター白河まほろん館	 福島
滝沢規朗	 （財）新潟県埋蔵文化財調査事業団		 	 新潟
岡本淳一郎	 富山県埋蔵文化財センター	 	 	 富山
高見哲士	 金沢大学大学院文学研究科	 	 	 石川
陶澤真梨子	 金沢大学文学部史学科	 	 	 	 石川
赤澤徳明	 福井県教育庁埋蔵文化財調査センター	 	 福井
小玉秀成	 小美玉市資料館	 	 	 	 	 茨城
藤田典夫	 （財）栃木県埋蔵文化財センター	 	 	 栃木
深澤敦仁	 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団		 	 　　　　群馬
渡辺修一	 千葉県立中央博物館	 	 	 	 　　　　千葉
3
［研究の経緯と成果・課題］……藤尾慎一郎
宅間清公	 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団		 	 　　　　埼玉
及川良彦	 （財）東京都学習文化財団東京都埋蔵文化財センター	 東京
伊丹　徹	 神奈川県教育委員会	教育局　生涯学習文化財課		 	 神奈川
中山誠二	 山梨県立博物館	 	 	 	 	 	 山梨
直井雅尚	 松本市教育委員会文化財課埋蔵文化財担当	 	 	 長野　中信・南信
長瀬　出	 長野市埋蔵文化財センター	 	 	 	 長野　北信・東信
篠原和大	 静岡大学人文学部	 	 	 	 	 静岡
鈴木　元	 大垣市教育委員会　文化振興課	 	 	 	 岐阜
川添和暁	 （財）愛知県埋蔵文化財センター調査課	 	 	 愛知
石井智大	 三重県埋蔵文化財センター	 	 	 	 三重
伊庭　功	 滋賀県安土城郭調査研究所	 	 	 	 滋賀
藤井　整	 京都府教育委員会文化財保護課	 	 	 	 京都
三好　玄	 大阪府教育委員会文化財保護課	 	 	 	 大阪北部
杉本厚典	 大阪市立海洋博物館なにわの海の時空館	 	 	 大阪中部
鍋島隆之	 太子町教育委員会生涯学習課	 	 	 	 大阪南部
池田保信	 埋蔵文化財天理教調査団	 	 	 	 	 奈良
豆谷和之	 田原本町教育委員会文化財保存課	 	 	 	 奈良
仲原知之	 （財）和歌山県文化財センター	 	 	 	 和歌山
上田健太郎	 兵庫県教育委員会埋蔵文化財事務所	 	 	 兵庫
荒木幸治	 赤穂市教育委員会事務局生涯学習課文化財係	 	 兵庫
中川　寧	 島根県埋蔵文化財調査センター	 	 	 	 鳥取
下高瑞哉	 米子市教育委員会文化課	 	 	 	 	 島根
河合　忍	 岡山県古代吉備文化財センター	 	 	 	 岡山
石川岳彦	 国立歴史民俗博物館研究員	 	 	 	 広島
田畑直彦	 山口大学大学情報機構埋蔵文化財資料館	 	 	 山口
近藤　玲	 徳島県埋蔵文化財センター	 	 	 	 徳島
森下英治	 香川県埋蔵文化財センター資料普及課	 	 	 香川
白石　聡	 今治市教育委員会文化振興課	 	 	 	 愛媛
久家隆芳	 高知県文化財団埋蔵文化財センター調査課	 	 	 高知
山崎頼人	 小郡市教育委員会教育部文化課	 	 	 	 福岡
平尾和久	 前原市歴史博物館	 	 	 	 	 福岡
坂元雄紀	 福岡県教育庁総務部文化財保護課	 	 	 	 福岡
澁谷　格	 佐賀県文化財研究資料室	 	 	 	 	 佐賀
戸塚洋輔	 西九州道中原事務所	 	 	 	 	 佐賀
中尾篤志	 長崎県教育委員会文化財課	 	 	 	 長崎
原田範昭	 熊本市教育委員会文化財課	 	 	 	 熊本
坪根伸也	 大分市教育委員会文化財課	 	 	 	 大分
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甲斐貴充	 宮崎県埋蔵文化財センター	 	 	 	 宮崎
川口雅之	 鹿児島県立埋蔵文化財センター	 	 	 	 鹿児島






（1）第 1 年目（平成 17 年度）
①　研究会
本年度は 3 月末までに 5 回の研究会をおこない，4 回を歴博で，1 回を愛知 ･ 岡山でおこなった。
考古用語の体系化と概念化を行うために，関連諸科学の研究者との議論を活発化させる。たとえば
地理，民俗，共同体論（文献または社会学），中世都市論，建築など関連諸分野を考えている。




第 2 回　2005（平成 17 年）7 月 23 〜 24 日：場所　国立歴史民俗博物館
小澤佳憲「弥生時代における集団関係」
若林邦彦「集落と弥生地域社会の構造」






































（2）第 2 年目（平成 18 年度）





や労働力，など基礎的な数字が出ないからである。これまでは弥生土器一型式約 25 〜 30 年の存続
幅を一世代とみなし，同じ土器型式に属する住居は同時期に存在したと仮定して議論をおこなって
きた。ところが，AMS －炭素 14 年代測定の結果，弥生前〜中期を中心に土器一型式の存続幅が
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第 6 回　2006（平成 18）年 5 月 27 日：場所　国立歴史民俗博物館
馬場伸一郎「中部高地の弥生中期集落と手工業生産」
西本豊弘「青森県における縄文時代集落の変遷」
第 7 回　2006（平成 18）年 7 月 15 〜 16 日：場所　国立歴史民俗博物館
金田章裕「村落景観史の研究」
小林青樹「弥生人の集落認識－弥生絵画からみた心象風景の復原－」
第 8 回　2007（平成 19）年 9 月 24 日：場所　金沢市勤労プラザ
安藤広道「東日本南部以西における弥生時代集落群の動態」
藤尾慎一郎「較正年代を用いた弥生集落論の可能性」
第 9 回　2007（平成 19）年 11 月 2 日：場所　愛媛県埋蔵文化財調査センター
小林謙一・藤尾慎一郎「瀬戸内沿岸における弥生転換期の実年代」
森下英治「四国に関する弥生集落論の動向」


















研究タイトルにある集成作業は，9 月上旬に 47 都道府県の抄録データを，委嘱した 58 人の委員














任期　18 年 9 月 1 日〜 20 年 3 月末

















全国の委嘱委員による報告書抄録のデータは，平成 19 年 12 月が提出期限である。その後，1 年
かけてデータ整理をおこない，平成 21 年 3 月にはデータを完成させて印刷する。ＤＢの構築は 20
年度から情報委員会にプロジェクト申請をおこない，平成 22 年度以降のオープンを目指す。
（3）第 3 年目（平成 19 年度）
















任期　18 年 9 月 1 日〜 20 年 3 月末

















全国の委嘱委員による報告書抄録のデータは，平成 19 年 12 月が提出期限である。その後，1 年
かけてデータ整理をおこない，平成 21 年 3 月にはデータを完成させて印刷する。ＤＢの構築は 20
年度から情報委員会にプロジェクト申請をおこない，平成 22 年度以降のオープンを目指す。
（3）第 3 年目（平成 19 年度）



























第 13 回　2007（平成 19）年 10 月 6 〜 7 日：九州歴史資料館
山崎頼人「三国丘陵における弥生時代前半期集落の検討課題」（報告書抄録委員）
小澤佳憲「九州における弥生集団論研究史批判」
第 14 回　2007（平成 19）年 11 月 16 〜 18 日：場所　米子市ふれあいの里会議室
濵田竜彦「山陰における弥生集落論の現状と課題」
高尾浩二「東伯耆地域の弥生時代中・後期集落」（現地協力者）


















最終年度ということもあり，平成 19 年 12 月までと，平成 20 年 3 月までの 2 回に分けて締め切








第 1 年目の 2005（平成 17）年度は，共同研究員全員がこれまでおこなってきた研究成果のつき
合わせをおこなった。5 回の研究会のうち，うち 2 回は，愛知・三重・岡山の遺跡見学をあてた。
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素 14 年代値が 2500	14C	BP 台を示すのに対して，木の本や若江北遺跡の遠賀川系土器は，2500	14C	



































































































































定の論文の構想発表をおこなった。平成 19 年 5 月におこなった館内メンバーの論文名を加えると，
研究報告の目次は次のようになる。各報告の改題は，後述する。
































58 名の抄録委員を決定し依頼する。依頼内容は 9 項目。
対象（時期，地域）　縄文後期〜古式土師，および併行する時期の琉球と北海道



































58 名の抄録委員を決定し依頼する。依頼内容は 9 項目。
対象（時期，地域）　縄文後期〜古式土師，および併行する時期の琉球と北海道










任期　平成 18 年 9 月 1 日〜平成 20 年 3 月末






























両者は 7 〜 800 メートルずれるという。報告書によっては，日本測地系か世界測地系かが，丁寧に
示されているものもあるが，ほとんどが数値だけみてもどちらか判断できない状況にある。本来は












































































神野Ｄ 岩崎下層 ･ 西和田 中津 中津 林の峰Ⅱ 前田 ･ 三十稲場古 称名寺 1 前境 ･ 網取 1 門前 天祐寺 ･（余市Ⅰ ･ Ⅱ）･ ところ５ 2470
神野Ｅ 出水 宿毛・福田 K2 福田 K2 林の峰Ⅲ 三十稲場中 称名寺２ 伊達山 ･（余市Ⅲ）･（北筒Ⅲ）
伊波 ( 中原Ⅳ )･ 小池原下層 布施・( 津島岡大 ) 四ツ池 ･ 広瀬土坑４０ 咲畑Ⅱ 気屋 ･ 三十稲場新 堀之内 1 古
網取２
馬立 タブコブ ･（余市Ⅳ ･ Ⅴ）･（北筒Ⅳ）
荻堂 ･ 面縄東洞 市來 ･ 小池原上層 平城Ⅰ・崎ヶ鼻１・津雲 A 北白川上層１ ( 林の峰Ⅳ ) 南三十稲場古 堀之内 1 新
大山 鐘崎 平城Ⅱ・崎ヶ鼻 2・彦崎 K1 北白川上層２ ( 天子神社 )･( 下内田 ) （気屋Ⅱ）･ 南三十稲場古 堀之内２ 十腰内 1a トリさき ･（余市Ⅵ）･（北筒Ⅴ）
嘉徳ⅠＡ 北久根山 彦崎 K2	 北白川上層３ 八王子 三仏生古 加曽利 B1 十腰内１ｂ 入江 ･ 船泊下層
嘉徳Ⅰ B	 西平 一乗寺 K 西北出 酒見 ･ 三仏生中 加曽利 B2
宝ヶ峯
十腰内２ うさくまいｃ
太郎迫 元住吉山Ⅰ 元住吉山Ⅰ 蜆塚 K Ⅱ ･( 長谷） 井口１･ 三仏新 加曽利 B3 十腰内３ （えりも B）
室川 三万田 元住吉山Ⅱ 元住吉山Ⅱ ( 吉田 C) 井口２ 曾谷 ･ 高井東 十腰内４ 堂林
面縄西洞 御領 福田 K3 宮滝 伊川津Ⅰ （中野） 安行１
金剛寺
十腰内５ みつ谷
上加世田・大石 滋賀里Ⅰ 津２･ 寺津下層 ･
清水天王山
八日市新保 安行２ （風張） 湯の里 3･ 御殿山 ･ 栗沢
晩期
室川上層 ･ 浜坂下層 入佐・古閑 岩田第４類 滋賀里Ⅱ 寺津 ･ 清水天王山中層 御経塚 ･ ＋ （大花） 安行３a 大洞 B1 館浦 1250
黒川古・中 滋賀里Ⅲ a 大洞 B2 札苅 B
喜念Ⅰ 黒川新・上菅生 B 舟津原 滋賀里Ⅲ b･ 篠原古 ･ 中 元刈谷 ･
清水天王山上層
中屋古 ･ ＋ 佐野Ⅰ a 安行３ｂ ･ 姥山 大洞 BC 上ノ国













山ノ寺 ( 板谷Ⅲ ) 南方前池 南方前池 滋賀里Ⅳ 西之山 下野（古） 佐野Ⅱ a 谷地 安行 3d･ 前浦Ⅱ 大洞 C2 古 聖山Ⅰ 950-840
夜臼Ⅰ ･ Ⅱ a ( 三田谷 ) 津島岡大 津島岡大 口酒井 馬見塚 F 下野（新） 佐野Ⅱ b ＋ ＋ 大洞 C2 新 840-780
前期
夜臼Ⅱ b･ 板付Ⅰ 古市河原田 ･ 古海 Ⅰ－１ 沢田 / 津島１ 船橋 五貫森 長竹（古）･ 鳥屋 1 女鳥羽川 千網 杉田 ･ 荒海 大洞Ａ 1 聖山Ⅱ ･ Ⅲ 780-750
板付Ⅱ a 越敷山 ･ Ⅰ－１ Ⅰ－２ 綾羅木１･ 津島２ 長原 ･ Ⅰ期 ( 古 ) 馬見塚 長竹（新）･ 鳥屋 2a 離山 / 氷Ⅰ（古） 氷Ⅰ（古）･ 千網 荒海 大洞Ａ 2 （湯の里Ⅴ c） 750-600
阿波連浦下層 板付Ⅱ b Ⅰ－２ Ⅰ－３ 綾羅木２･ 高尾 長原 ･ Ⅰ期 ( 中 ) 樫王 柴山出村（古）･
鳥屋 2b･ 緒立 1a
氷Ⅰ（中 / 新） 氷Ⅰ（中 / 新）千網 堂山 1･ 荒海 大洞Ａ’ （日ノ浜 8 号） 600-380




沖 ･ 注連引原古 堂山 2･ 荒海 御代田 青木畑 砂沢 （尾白内Ⅱ） 380-350
中期
城ノ越 Ⅱ Ⅱ後半 門田上層 ･( 百間川米田 ) Ⅱ期 朝日 ･ 岩滑 ･ 丸子 八日市地方 3 〜 5 庄ノ原 注連引原新 ･ 岩櫃山
平沢
宮崎 ･ 今和泉 原 ･ 山王Ⅲ 五所 ･ 二枚橋 二枚橋 ･（青苗 B） 350-320
須玖Ⅰ古 ( 南方 ) Ⅲ期 貝田町古 ･ 瓜郷古 緑ヶ丘 中野谷原 龍門寺 高田 B 井沢 ･ 宇鉄Ⅱ 恵山１a 320-200
浜屋原 須玖Ⅰ新 Ⅲ Ⅲ 菰池古 ( 百間川兼基 ) 貝田町新 ･ 瓜郷新
･ 長伏
八日市地方 6 〜 8
･（下谷地）
栗林 1/2 古 /
境窪 / 松節
神保富士塚 / 池上 （遊ヶ崎）/ 中里 南御山 2 桝形 田舎館 2･3 恵山 1b･2
須玖Ⅱ古 Ⅳ前半 Ⅳ前半 菰池新 ( 百間川今谷 ) Ⅳ期前半 古井 ･ 白岩 八日市地方 9 〜 10
･（平田）
栗林 2 新 神保植松 （池子 ･ 大里）
/ 宮ノ台
二ツ釜 （円田） （大石平） 恵山 3 200-30
須玖Ⅱ新 Ⅳ後半 Ⅳ後半 前山Ⅱ ･( 百間川兼基 ) Ⅳ期後半 高蔵 ･ 角江 戸水Ｂ 栗林 3 竜見町 宮ノ台 桜井 （十三塚） ＋ 後北 B（新）
後期
高三潴 Ⅴ－１ Ⅴ前半 上東 ( 古 ) Ⅴ期前葉 見晴台〓 （＋） 天王山１ 天王山１ 天王山１ 後北 C1（古） 30-80
下大隈古 Ⅴ－２ 上東 ( 中 ) Ⅴ期中葉 山中古 ･ 菊川古 猫橋 吉田 樽 1 久が原 80-130
大当原 下大隈新 Ⅴ－３ Ⅴ後半 上東 ( 新 ) Ⅴ期後葉 山中中 ･ 菊川中 法仏 箱清水 1 樽 2 弥生町 天王山２ 天王山２ 天王山２ 後北 C1（新） 130-200












神野Ｄ 岩崎下層 ･ 西和田 中津 中津 林の峰Ⅱ
神野Ｅ 出水 宿毛・福田 K2 福田 K2 林の峰Ⅲ
伊波 （中原Ⅳ）･ 小池原下層 布施・（津島岡大） 四ツ池 ･ 広瀬土坑 40 咲畑Ⅱ
荻堂 ･ 面縄東洞 市來 ･ 小池原上層 平城Ⅰ・崎ヶ鼻１・津雲 A 北白川上層１ （林の峰Ⅳ）
大山 鐘崎 平城Ⅱ・崎ヶ鼻 2・彦崎 K1 北白川上層２ （天子神社）･（下内田）
嘉徳ⅠＡ 北久根山 彦崎 K2	 北白川上層３ 八王子
嘉徳ⅠB	 西平 一乗寺 K 西北出
太郎迫 元住吉山Ⅰ 元住吉山Ⅰ 蜆塚 K Ⅱ ･（長谷）
室川 三万田 元住吉山Ⅱ 元住吉山Ⅱ （吉田 C）
面縄西洞 御領 福田 K3 宮滝 伊川津Ⅰ
上加世田・大石 滋賀里Ⅰ 津２･ 寺津下層 ･
清水天王山
晩期
室川上層 ･ 浜坂下層 入佐・古閑 岩田第４類 滋賀里Ⅱ 寺津 ･ 清水天王山中層
黒川古・中 滋賀里Ⅲ a
喜念Ⅰ 黒川新・上菅生 B 舟津原 滋賀里Ⅲ b･ 篠原古 ･ 中 元刈谷 ･
清水天王山上層













山ノ寺・夜臼Ⅰ （板谷Ⅲ） 南方前池 南方前池 滋賀里Ⅳ 西之山
夜臼Ⅱ a （三田谷） 津島岡大 津島岡大 口酒井 馬見塚 F
前期
夜臼Ⅱ b･ 板付Ⅰ 古市河原田 ･ 古海 Ⅰ－１ 沢田 / 津島１ 船橋 五貫森
板付Ⅱ a 越敷山 ･ Ⅰ－１ Ⅰ－２ 綾羅木１･ 津島２ 長原 ･ Ⅰ期（古） 馬見塚
阿波連浦下層 板付Ⅱ b Ⅰ－２ Ⅰ－３ 綾羅木２･ 高尾 長原 ･ Ⅰ期（中） 樫王
板付Ⅱ c Ⅰ－３ Ⅱ前半 綾羅木３･ 門田 Ⅰ期（新） 水神平
中期
城ノ越 Ⅱ Ⅱ後半 門田上層 ･（百間川米田） Ⅱ期 朝日 ･ 岩滑 ･ 丸子
須玖Ⅰ古 （南方） Ⅲ期 貝田町古 ･ 瓜郷古
浜屋原 須玖Ⅰ新 Ⅲ Ⅲ 菰池古（百間川兼基） 貝田町新 ･ 瓜郷新
･ 長伏
須玖Ⅱ古 Ⅳ前半 Ⅳ前半 菰池新（百間川今谷） Ⅳ期前半 古井 ･ 白岩
須玖Ⅱ新 Ⅳ後半 Ⅳ後半 前山Ⅱ ･（百間川兼基） Ⅳ期後半 高蔵 ･ 角江
後期
高三潴 Ⅴ－１ Ⅴ前半 上東（古） Ⅴ期前葉 見晴台
下大隈古 Ⅴ－２ 上東（中） Ⅴ期中葉 山中古 ･ 菊川古
大当原 下大隈新 Ⅴ－３ Ⅴ後半 上東（新） Ⅴ期後葉 山中中 ･ 菊川中









神野Ｄ 岩崎下層 ･ 西和田 中津 中津 林の峰Ⅱ 前田 ･ 三十稲場古 称名寺 1 前境 ･ 網取 1 門前 天祐寺 ･（余市Ⅰ ･ Ⅱ）･ ところ５ 2470
神野Ｅ 出水 宿毛・福田 K2 福田 K2 林の峰Ⅲ 三十稲場中 称名寺２ 伊達山 ･（余市Ⅲ）･（北筒Ⅲ）
伊波 ( 中原Ⅳ )･ 小池原下層 布施・( 津島岡大 ) 四ツ池 ･ 広瀬土坑４０ 咲畑Ⅱ 気屋 ･ 三十稲場新 堀之内 1 古
網取２
馬立 タブコブ ･（余市Ⅳ ･ Ⅴ）･（北筒Ⅳ）
荻堂 ･ 面縄東洞 市來 ･ 小池原上層 平城Ⅰ・崎ヶ鼻１・津雲 A 北白川上層１ ( 林の峰Ⅳ ) 南三十稲場古 堀之内 1 新
大山 鐘崎 平城Ⅱ・崎ヶ鼻 2・彦崎 K1 北白川上層２ ( 天子神社 )･( 下内田 ) （気屋Ⅱ）･ 南三十稲場古 堀之内２ 十腰内 1a トリさき ･（余市Ⅵ）･（北筒Ⅴ）
嘉徳ⅠＡ 北久根山 彦崎 K2	 北白川上層３ 八王子 三仏生古 加曽利 B1 十腰内１ｂ 入江 ･ 船泊下層
嘉徳Ⅰ B	 西平 一乗寺 K 西北出 酒見 ･ 三仏生中 加曽利 B2
宝ヶ峯
十腰内２ うさくまいｃ
太郎迫 元住吉山Ⅰ 元住吉山Ⅰ 蜆塚 K Ⅱ ･( 長谷） 井口１･ 三仏新 加曽利 B3 十腰内３ （えりも B）
室川 三万田 元住吉山Ⅱ 元住吉山Ⅱ ( 吉田 C) 井口２ 曾谷 ･ 高井東 十腰内４ 堂林
面縄西洞 御領 福田 K3 宮滝 伊川津Ⅰ （中野） 安行１
金剛寺
十腰内５ みつ谷
上加世田・大石 滋賀里Ⅰ 津２･ 寺津下層 ･
清水天王山
八日市新保 安行２ （風張） 湯の里 3･ 御殿山 ･ 栗沢
晩期
室川上層 ･ 浜坂下層 入佐・古閑 岩田第４類 滋賀里Ⅱ 寺津 ･ 清水天王山中層 御経塚 ･ ＋ （大花） 安行３a 大洞 B1 館浦 1250
黒川古・中 滋賀里Ⅲ a 大洞 B2 札苅 B
喜念Ⅰ 黒川新・上菅生 B 舟津原 滋賀里Ⅲ b･ 篠原古 ･ 中 元刈谷 ･
清水天王山上層
中屋古 ･ ＋ 佐野Ⅰ a 安行３ｂ ･ 姥山 大洞 BC 上ノ国













山ノ寺 ( 板谷Ⅲ ) 南方前池 南方前池 滋賀里Ⅳ 西之山 下野（古） 佐野Ⅱ a 谷地 安行 3d･ 前浦Ⅱ 大洞 C2 古 聖山Ⅰ 950-840
夜臼Ⅰ ･ Ⅱ a ( 三田谷 ) 津島岡大 津島岡大 口酒井 馬見塚 F 下野（新） 佐野Ⅱ b ＋ ＋ 大洞 C2 新 840-780
前期
夜臼Ⅱ b･ 板付Ⅰ 古市河原田 ･ 古海 Ⅰ－１ 沢田 / 津島１ 船橋 五貫森 長竹（古）･ 鳥屋 1 女鳥羽川 千網 杉田 ･ 荒海 大洞Ａ 1 聖山Ⅱ ･ Ⅲ 780-750
板付Ⅱ a 越敷山 ･ Ⅰ－１ Ⅰ－２ 綾羅木１･ 津島２ 長原 ･ Ⅰ期 ( 古 ) 馬見塚 長竹（新）･ 鳥屋 2a 離山 / 氷Ⅰ（古） 氷Ⅰ（古）･ 千網 荒海 大洞Ａ 2 （湯の里Ⅴ c） 750-600
阿波連浦下層 板付Ⅱ b Ⅰ－２ Ⅰ－３ 綾羅木２･ 高尾 長原 ･ Ⅰ期 ( 中 ) 樫王 柴山出村（古）･
鳥屋 2b･ 緒立 1a
氷Ⅰ（中 / 新） 氷Ⅰ（中 / 新）千網 堂山 1･ 荒海 大洞Ａ’ （日ノ浜 8 号） 600-380




沖 ･ 注連引原古 堂山 2･ 荒海 御代田 青木畑 砂沢 （尾白内Ⅱ） 380-350
中期
城ノ越 Ⅱ Ⅱ後半 門田上層 ･( 百間川米田 ) Ⅱ期 朝日 ･ 岩滑 ･ 丸子 八日市地方 3 〜 5 庄ノ原 注連引原新 ･ 岩櫃山
平沢
宮崎 ･ 今和泉 原 ･ 山王Ⅲ 五所 ･ 二枚橋 二枚橋 ･（青苗 B） 350-320
須玖Ⅰ古 ( 南方 ) Ⅲ期 貝田町古 ･ 瓜郷古 緑ヶ丘 中野谷原 龍門寺 高田 B 井沢 ･ 宇鉄Ⅱ 恵山１a 320-200
浜屋原 須玖Ⅰ新 Ⅲ Ⅲ 菰池古 ( 百間川兼基 ) 貝田町新 ･ 瓜郷新
･ 長伏
八日市地方 6 〜 8
･（下谷地）
栗林 1/2 古 /
境窪 / 松節
神保富士塚 / 池上 （遊ヶ崎）/ 中里 南御山 2 桝形 田舎館 2･3 恵山 1b･2
須玖Ⅱ古 Ⅳ前半 Ⅳ前半 菰池新 ( 百間川今谷 ) Ⅳ期前半 古井 ･ 白岩 八日市地方 9 〜 10
･（平田）
栗林 2 新 神保植松 （池子 ･ 大里）
/ 宮ノ台
二ツ釜 （円田） （大石平） 恵山 3 200-30
須玖Ⅱ新 Ⅳ後半 Ⅳ後半 前山Ⅱ ･( 百間川兼基 ) Ⅳ期後半 高蔵 ･ 角江 戸水Ｂ 栗林 3 竜見町 宮ノ台 桜井 （十三塚） ＋ 後北 B（新）
後期
高三潴 Ⅴ－１ Ⅴ前半 上東 ( 古 ) Ⅴ期前葉 見晴台〓 （＋） 天王山１ 天王山１ 天王山１ 後北 C1（古） 30-80
下大隈古 Ⅴ－２ 上東 ( 中 ) Ⅴ期中葉 山中古 ･ 菊川古 猫橋 吉田 樽 1 久が原 80-130
大当原 下大隈新 Ⅴ－３ Ⅴ後半 上東 ( 新 ) Ⅴ期後葉 山中中 ･ 菊川中 法仏 箱清水 1 樽 2 弥生町 天王山２ 天王山２ 天王山２ 後北 C1（新） 130-200

















神野Ｄ 岩崎下層 ･ 西和田 中津 中津 林の峰Ⅱ 前田 ･ 三十稲場古 称名寺 1 前境 ･ 網取 1 門 天祐寺 ･（余市Ⅰ ･ Ⅱ）･ ところ５ 2470
神野Ｅ 出水 宿毛・福田 K2 福田 K2 林の峰Ⅲ 三十稲場中 称名寺２ 伊達山 ･（余市Ⅲ）･（北筒Ⅲ）
伊波 ( 中原Ⅳ )･ 小池原下層 布施・( 津島岡大 ) 四ツ池 ･ 広瀬土坑４０ 咲畑Ⅱ 気屋 ･ 三十稲場新 堀之内 1 古
網取２
馬立 タブコブ ･（余市Ⅳ ･ Ⅴ）･（北筒Ⅳ）
荻堂 ･ 面縄東洞 市來 ･ 小池原上層 平城Ⅰ・崎ヶ鼻１・津雲 A 北白川上層１ ( 林の峰Ⅳ ) 南三十稲場古 堀之内 1 新
大山 鐘 平城Ⅱ・崎ヶ鼻 2・彦崎 K1 北白川上層２ ( 天子神社 )･( 下内田 ) （気屋Ⅱ）･ 南三十稲場古 堀之内２ 十腰内 1a トリさき ･（余市Ⅵ）･（北筒Ⅴ）
嘉徳ⅠＡ 北久根山 彦崎 K2	 北白川上層３ 八王子 三仏生古 加曽利 B1 十腰内１ｂ 入江 ･ 船泊下層
嘉徳Ⅰ B	 西平 一乗寺 K 西北出 酒見 ･ 三仏生中 加曽利 B2
宝ヶ峯
十腰内２ うさくまいｃ
太郎迫 元住吉山Ⅰ 元住吉山Ⅰ 蜆塚 K Ⅱ ･( 長谷） 井口１･ 三仏新 加曽利 B3 十腰内３ （えりも B）
室川 三万田 元住吉山Ⅱ 元住吉山Ⅱ ( 吉田 C) 井口２ 曾谷 ･ 高井東 十腰内４ 堂林
面縄西洞 御領 福田 K3 宮滝 伊川津Ⅰ （中野） 安行１
金剛寺
十腰内５ みつ谷
上加世田・大石 滋賀里Ⅰ 津２･ 寺津下層 ･
清水天王山
八日市新保 安行２ （風張） 湯の里 3･ 御殿山 ･ 栗沢
晩期
室川上層 ･ 浜坂下層 入佐・古閑 岩田第４類 滋賀里Ⅱ 寺津 ･ 清水天王山中層 御経塚 ･ ＋ （大花） 安行３a 大洞 B1 館浦 1250
黒川古・中 滋賀里Ⅲ a 大洞 B2 札苅 B
喜念Ⅰ 黒川新・上菅生 B 舟津原 滋賀里Ⅲ b･ 篠原古 ･ 中 元刈谷 ･
清水天王山上層
中屋古 ･ ＋ 佐野Ⅰ a 安行３ｂ ･ 姥山 大洞 BC 上ノ国













山ノ寺 ( 板谷Ⅲ ) 南方前池 南方前池 滋賀里Ⅳ 西之山 下野（古） 佐野Ⅱ a 谷地 安行 3d･ 前浦Ⅱ 大洞 C2 古 聖山Ⅰ 950-840
夜臼Ⅰ ･ Ⅱ a ( 三田谷 ) 津島岡大 津島岡大 口酒井 馬見塚 F 下野（新） 佐野Ⅱ b ＋ ＋ 大洞 C2 新 840-780
前期
夜臼Ⅱ b･ 板付Ⅰ 古市河原田 ･ 古海 Ⅰ－１ 沢田 / 津島１ 船橋 五貫森 長竹（古）･ 鳥屋 1 女鳥羽川 千網 杉田 ･ 荒海 大洞Ａ 1 聖山Ⅱ ･ Ⅲ 780-750
板付Ⅱ a 越敷山 ･ Ⅰ－１ Ⅰ－２ 綾羅木 ･ 津島２ 長原 ･ Ⅰ期 ( 古 ) 馬見塚 長竹（新）･ 鳥屋 2a 離山 / 氷Ⅰ（古） 氷Ⅰ（古）･ 千網 荒海 大洞Ａ 2 （湯の里Ⅴ c） 750-600
阿波連浦下層 板付Ⅱ b Ⅰ－２ Ⅰ－３ 綾羅木２･ 高尾 長原 ･ Ⅰ期 ( 中 ) 樫王 柴山出村（古）･
鳥屋 2b･ 緒立 1a
氷Ⅰ（中 / 新） 氷Ⅰ（中 / 新）千網 堂山 1･ 荒海 大洞Ａ’ （日ノ浜 8 号） 600-380




沖 ･ 注連引原古 堂山 2･ 荒海 御代田 青木畑 砂沢 （尾白内Ⅱ） 380-350
中期
城ノ越 Ⅱ Ⅱ後半 門田上層 ･( 百間川米田 ) Ⅱ期 朝日 ･ 岩滑 ･ 丸子 八日市地方 3 〜 5 庄ノ原 注連引原新 ･ 岩櫃山
平沢
宮崎 ･ 今和泉 原 ･ 山王Ⅲ 五所 ･ 二枚橋 二枚橋 ･（青苗 B） 350-320
須玖Ⅰ古 ( 南方 ) Ⅲ期 貝田町古 ･ 瓜郷古 緑ヶ丘 中野谷原 龍門寺 高田 B 井沢 ･ 宇鉄Ⅱ 恵山１a 320-200
浜屋原 須玖Ⅰ新 Ⅲ Ⅲ 菰池古 ( 百間川兼基 ) 貝田町新 ･ 瓜郷新
･ 長伏
八日市地方 6 〜 8
･（下谷地）
栗林 1/2 古 /
境窪 / 松節
神保富士塚 / 池上 （遊ヶ崎）/ 中里 南御山 2 桝形 田舎館 ･3 恵山 1b･2
須玖Ⅱ古 Ⅳ前半 Ⅳ前半 菰池新 ( 百間川今谷 ) Ⅳ期前半 古井 ･ 白岩 八日市地方 9 〜 10
･（平田）
栗林 2 新 神保植松 （池子 ･ 大里）
/ 宮ノ台
二ツ釜 （円田） （大石平） 恵山 3 200-30
須玖Ⅱ新 Ⅳ後半 Ⅳ後半 前山Ⅱ ･( 百間川兼基 ) Ⅳ期後半 高蔵 ･ 角江 戸水Ｂ 栗林 3 竜見町 宮ノ台 桜井 （十三塚） ＋ 後北 B（新）
後期
高三潴 Ⅴ－１ Ⅴ前半 上東 ( 古 ) Ⅴ期前葉 見晴台〓 （＋） 天王山１ 天王山１ 天王山１ 後北 C1（古） 30-80
下大隈古 Ⅴ－２ 上東 ( 中 ) Ⅴ期中葉 山中古 ･ 菊川古 猫橋 吉田 樽 1 久が原 80-130
大当原 下大隈新 Ⅴ－３ Ⅴ後半 上東 ( 新 ) Ⅴ期後葉 山中中 ･ 菊川中 法仏 箱清水 1 樽 2 弥生町 天王山２ 天王山２ 天王山２ 後北 C1（新） 130-200













相対年代 沖縄 福岡・佐賀 その他の九州〜中・四国 近畿 東海・中部 北陸 関東 東北 北海道
晩期初頭 × BC1250 BC1250 BC1250 BC1250 BC1250 BC1250 BC1250 BC1250
晩期末 × BC965 BC700 BC650 BC500 BC380 BC200 BC450 BC380
弥生早 × 965-BC780 × × × × × × ×
弥生早期 × 965-BC780 × × × × × × ×
１期初頭 × BC780 × × × × × × ×
１期中ごろ × 700-BC500 × × × × × × ×
１期古 × × 700-BC650 650-BC550 × × × × ×
１期古相 × × 700-BC650 650-BC550 × × × × ×
１期古段階 × × 700-BC650 650-BC500 × × × × ×
１期中 × × 650-BC500 650-BC500 × × × × ×
１期中段階 × × 650-BC500 650-BC500 × × × × ×
１期前半 × × 700-BC500 700-BC500 × × × × ×
１期後半 × 500-BC380 500-BC380 500-BC380 500-BC380 × × × ×
１期新 × 380-BC350 380-BC350 380-BC350 380-BC350 380-BC350 × 450-BC350 ×
１期新段階 × 380-BC350 380-BC350 380-BC350 380-BC350 380-BC350 × 380-BC350 ×
１新 × 380-BC350 380-BC350 380-BC350 380-BC350 380-BC350 × 380-BC350 ×
１期末 × 380-BC350 380-BC350 380-BC350 380-BC350 380-BC350 × 380-BC350 ×
１期 × 780-BC350 700-BC350 700-BC350 700-BC350 700-BC350 × 380-BC350 ×
２期古 × 350-BC300 350-BC300 350-BC300 350-BC300 350-BC300 × 350-BC300 ×
２期初 × 350-BC300 350-BC300 350-BC300 350-BC300 350-BC300 × 350-BC300 ×
２期 × 350-BC300 350-BC300 350-BC300 350-BC300 350-BC300 × 350-BC300 ×
２期中ごろ × 350-BC300 350-BC300 350-BC300 350-BC300 350-BC300 × 350-BC300 ×
３期古 × 300-BC200 300-BC200 300-BC200 300-BC200 300-BC200 × 300-BC200 ×
３期後半 × 200-BC100 200-BC100 200-BC100 200-BC100 200-BC100 × 200-BC100 ×
３期新 × 200-BC100 200-BC100 BC200-100 BC200-100 BC200-100 × 200-BC100 ×
３期末 × 200-BC100 200-BC100 BC200-100 BC200-100 BC200-100 × 200-BC100 ×
３新 × 200-BC100 200-BC100 200-BC100 200-BC100 200-BC100 × 200-BC100 ×
３期 × 300-BC100 300-BC100 300-BC100 300-BC100 300-BC100 × 300-BC100 ×
４期古 × 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 ×
４期初 × 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 ×
４期前半 × 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 100-BC50 ×
４期末 × BC50-BC1 BC50-BC1 BC50-BC1 BC50-BC1 BC50-BC1 BC50-BC1 BC50-BC1 ×
４期 × BC100-BC1 BC100-BC1 BC100-BC1 BC100-BC1 BC100-BC1 BC100-BC1 BC100-BC1 ×
５期 × 1-200 1-200 1-200 1-200 1-200 1-200 1-200 ×
５期初 × 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 ×
５期初頭 × 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 ×
５期前 × 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 ×
５期前半 × 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 1-100 ×
５期中 × 100-100 100-100 100-100 100-100 100-100 100-100 100-100 ×

































相対年代 沖縄 福岡・佐賀 その他の九州〜中・四国 近畿 東海・中部 北陸 関東 東北 北海道
５期後半 × 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 ×
５期末 × 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 ×
５期後 × 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 ×
５後期 × 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 ×
６期 × 200-240 200-240 200-240 200-240 200-240 200-240 200-240 ×
６期前半 × 180-220 180-220 180-220 180-220 180-220 180-220 180-220 ×
後期 1-240 1-240 1-240 1-240 1-240 1-240 1-240 ×
弥生 × BC965-240 BC700-240 BC700-240 BC500-240 BC380-240 BC200-240 BC450-240 ×
古墳初頭 × 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 ×
古墳前期 × 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 ×
古墳時代 × 240-700 240-700 240-700 240-700 240-700 240-700 240-700 ×
貝塚時代後期 × × × × × × × ×

































相対年代 沖縄 福岡・佐賀 その他の九州〜中・四国 近畿 東海・中部 北陸 関東 東北 北海道
５期後半 × 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 ×
５期末 × 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 ×
５期後 × 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 ×
５後期 × 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 100-180 ×
６期 × 200-240 200-240 200-240 200-240 200-240 200-240 200-240 ×
６期前半 × 180-220 180-220 180-220 180-220 180-220 180-220 180-220 ×
後期 1-240 1-240 1-240 1-240 1-240 1-240 1-240 ×
弥生 × BC965-240 BC700-240 BC700-240 BC500-240 BC380-240 BC200-240 BC450-240 ×
古墳初頭 × 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 ×
古墳前期 × 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 240-400 ×
古墳時代 × 240-700 240-700 240-700 240-700 240-700 240-700 240-700 ×
貝塚時代後期 × × × × × × × ×













































































































































（編著）ほか 春日市教育委員会 200303 40218 333146 1302733




長家伸 福岡市教育委員会 200403 40132 370085 1302606




榎木義嗣 福岡市教育委員会 200403 40131 W333630 W1302536


















池田祐司 福岡市教育委員会 200403 40137 333344? 1302024?








　　　③　橋本一丁田遺跡 4 は，弥生早期と古墳前期の生産関連遺構があるため，2 件のデータをもつ。
　　　④　伯玄社遺跡のように，墓だけの遺跡も収録している。


















木棺墓 , 甕棺墓 ,
土壙墓 , 石蓋土
壙墓 , 住居跡 , 袋
状竪穴
甕 棺 墓 79, 土





玖Ⅱ古 BC780-BC50 18 18
貯蔵穴 7 弥生前期中頃 板付Ⅱ a BC700-BC500 18 18
370 共同住宅建設 集落 弥生 住居 5, 建物 2, 井戸 2
井戸 1, 土坑 1 中期後半 - 後期初頭
須玖Ⅱ式 -




住居跡 3 後期末 - 古墳初頭
西新町式 -
布留式 200-400 8.2 7.8
2473 区画整理 集落 弥生 土坑 1 土坑 2 後期後半 - 古墳初頭




2100 区画整理 集落 , 墓域 古墳
方形周溝墓 , 円
形周溝墓 , 甕棺
墓 , 掘立柱建物 ,
方形竪穴 , 井戸 ,







布留式 200-400 3.5 2.8






生）土坑 2, 溝 1,





河川 , 杭列 古墳初頭 布留式 200-240 4.8 4





集落 弥生 住居 1+ α , 井戸21
住居跡 1, 井戸
1 中期後半 須玖Ⅱ式 BC100-BC1 6 4.8






















木棺墓 , 甕棺墓 ,
土壙墓 , 石蓋土
壙墓 , 住居跡 , 袋
状竪穴
甕 棺 墓 79, 土





玖Ⅱ古 BC780-BC50 18 18
貯蔵穴 7 弥生前期中頃 板付Ⅱ a BC700-BC500 18 18
370 共同住宅建設 集落 弥生 住居 5, 建物 2, 井戸 2
井戸 1, 土坑 1 中期後半 - 後期初頭
須玖Ⅱ式 -




住居跡 3 後期末 - 古墳初頭
西新町式 -
布留式 200-400 8.2 7.8
2473 区画整理 集落 弥生 土坑 1 土坑 2 後期後半 - 古墳初頭




2100 区画整理 集落 , 墓域 古墳
方形周溝墓 , 円
形周溝墓 , 甕棺
墓 , 掘立柱建物 ,
方形竪穴 , 井戸 ,







布留式 200-400 3.5 2.8






生）土坑 2, 溝 1,





河川 , 杭列 古墳初頭 布留式 200-240 4.8 4





集落 弥生 住居 1+ α , 井戸21
住居跡 1, 井戸
1 中期後半 須玖Ⅱ式 BC100-BC1 6 4.8



















































































































































































久住猛夫 2008：「福岡平野　比恵・那珂遺跡群」（『弥生時代の考古学』第 8 巻－集落からよむ弥生社会－，pp.240-
263，同成社）．
















分布パターン分析の結果，約 10km 四方内に複合型集落が複数形成される A1 類，単数形成され
る A2 類，中小規模集落のみ分布する B 類に分類できる。近畿中部においては，弥生前期には B
類パターンが主体となるが，中期には，平野部では A1 類パターンが多くみられるものの，丘陵・
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はじめに
❶課題の提示
❷集落分布類型の設定と変化
❸列島規模での地域性とその変化（弥生中期後半〜後期）
まとめ
